
夢人里 宮小だより
「かがやく瞳とあふれる笑顔の宮小っ子」

令和６年４月３０日(火） 発行者：富岡市立一ノ宮小学校長 稲川 修

４月８日にかわいい３１名の新入生を迎え、全校２５２名で令和６年度がスタートしました。

４月当初は、どの学年も教室や仲間が変わり、楽しみと同時に不安や戸惑いも多くありました

が、１か月が過ぎ、少しずつ新たな環境にも慣れて、笑顔がたくさん見られるようになってき

ました。始業式で子供たちに次のような話をしました。

(略)さて、今年度は一ノ宮小学校の最後の年ですね。皆さんは最後の在校生、６年生は最

後の卒業生です。（略）今年の私の目指す目標、キーワードで言えば、「思いを伝える」で

す。いろいろな伝える内容や場面がありますが、一つ目は、一ノ宮小のよさをさくら小に

伝えていってほしい、と思っています。二つ目は、自分の気持ちや考えを周りに伝えられ

る人になってほしい、ということです。（略）さくら小に伝えていってほしい皆さんのよ

さ、その一つは挨拶です。朝、校門でたくさんの人が元気に挨

拶ができていますね。朝だけでなく、いつでも、嬉しいときも、

つらいときも、誰にでも、自分から、挨拶ができる大人になっ

てほしいと思っています。（略）一ノ宮小の子供たち、さらに、

さくら小の子供たちは挨拶がよくできるね、といわれるように

普段から挨拶が行き交う学校にしましょう。

日本の腕時計ブランドで知られるグランドSEIKOのコンセプトは「最高の普通～飽きのこな

い洗練されたシンプルなデザインに世界最高水準の機能が備わっている」。教育に当てはめれ

ば、「一見普通に見える教育活動であっても、ねらいが明確で、組織的に行われている。そし

て、子供たちは毎日元気に学校に来て、当たり前のことが当たり前にできる」。そんな一ノ宮

小を目指していきたいと考えています。「宮小っ子８つの取組」を子供たちに示しながら、始

業式ではその中の一つ「挨拶」に触れました。将来、AIの時代に生きる子供たちにとっても、

挨拶は人間関係作りに必要不可欠であると考えています。また、学校だけでなく、どこに行っ

ても挨拶の行き交う一ノ宮地区でありたいと願っています。保護者や地域の皆様にもご支援と

ご協力をお願いいたします。

未来に生きる子供たちに ～「最高の普通」の学校経営を目指して～
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４月２３日（火）の昼行事の時間に１年生を迎

える会を行いました。計画委員が司会進行し、２

年生が１年生にアサガオの種をプレゼントしまし

た。そして、各学年から歓迎の言葉がありまし

た。最後に１年生から「よろしくお願いします」

の元気な言葉がありました。短い時間でしたが、

優しく温かい迎える会となりました。
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４月15日（月）に３つの小学校の教職員が集まり、
さくら小の学習や生活、施設設備のことなどについ
て話し合いました。教育長はじめ、学校再編推進課、
学校教育課の職員が多数参加しての会でした。今後
もさくら小開校に向けて、子供たちが希望に満ちて、
笑顔で過ごせる学校になるよう準備を進めてまいり
ます。
〈体育着について〉
候補５点を職員玄関のスペースに展示中です。授

業参観等で学校にお越しの際に、実際にご覧いただ
き投票をお願いいたします。
〈教材費口座引き落としについて〉
落銭や計算ミス等の防止、保護者や職員の負担軽

減等の理由により、さくら小開校に向け教材費の口
座引き落としを計画しています。今後通知にてお知
らせいたしますので、ご理解とご協力をお願いいた
します。

さくら小に向けての合同研修会

児童の活動の様子を
ホームページでご覧くだ
さい。学校便りのカラー版も
ご覧いただけます。

４月15日より、教員補助員とし

て原田一輝先生、外国語活動支

援として中條綾美先生が赴任し

ました。原田先生は主に高学年

のクラスに、中條先生は主に４

～６年生の英語の授業の指導に

あたります。すでに教室に入っ

て授業に参加しています。１年

間よろしくお願いいたします。

新 し い 先生 紹 介 ！

中條先生

原田先生


